












































































































































































































































































































































































































































































































































































２００２ ２００３ ２００４ ２００５ ２００６
Ｒ＆Ｄ投入額（億元） ５６０ ７２１ ９５４ １，２５０ １，６３０
Ｒ＆Ｄ／売上高比率 ０．８３％ ０．７５％ ０．７１％ ０．７６％ ０．７６％
海外技術導入額（億元） ３７３ ４０５ ３６８ ２９７ ３２０
技術吸収額（億元） ２６ ２７ ５４ ６９ ８２
国内技術導入額（億元） ４３ ５４ ７０ ８３ ８７
特許申請件数 ２１，２９７ ３１，３８２ ４２，３１８ ５５，２７１ ６９，００９







































































































































































































市場誕生期 市場成長期 市場成熟期 市場転換期
イノベーション類型 ― 集成型 ミックス型 インクレメンタル
技術の特徴 技術の模倣 既存技術の改良 外部技術の融合 技術の蓄積
市場競争 作れば売れる 価格の競争 製品投入の速さ 技術の競争
品質 悪い 普通 良い 高い
製品開発 他社製品の模倣 他社製品の改良 自主開発 自主開発
コア部品 外注 外注 外注，内製 内製






























































企業名 業種 所有形態 主力製品 コア部品（調達先）
イノベーショ
ン類型
温州光源電器 電子部品 民営中小企業 低圧電器 プリント基板（自社工場の内製）集成型
安徽昊方 自動車部品 民営中小企業 クラッチ ベアリング（日本精工） 集成型
深 市好易通科技 通信機器 民営中小企業 無線受信機 ＩＣチップ（海外企業） 集成型
合肥美菱 家電 国有大企業 冷蔵庫 コンプレッサ（国内企業） ミックス型
奇瑞自動車 自動車 国有大企業 乗用車 エンジン（子会社工場の内製） ミックス型
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